



文法とは 「文 （センテンス） を作るためのきまり・法則」
で、最近は「文章（テクスト）を作るためのきまり・法則」も、ある程度含むことが多い。　
他方、修辞とは「効果的な表現を作るための技法」で、










































ては、 「文章篇」として「挿入文」 「倒置句」などの記述があるが、とくに修辞法 いう意識はないようである。これに対し、本格的な文法書である山田孝雄
1908 は、文法学






   修辞Ａ　⇒　↓
            　 物事・思い
　　　Ｂ   ⇒　↓
　　　Ｃ  ＝  文法  
　　　Ｄ   ⇒　↓













































る（ 「知識及び技能」⑴エ） 。 「体系的に理解」するためには、文法との関係なども考えておいたほうがよいだろう。　
なお本稿では、文法の範囲をこれまでどおり「文を作る
法則」としておき、いわゆるテクスト文法などの、文を越えるものを「広義（の）文法」と言うこ にする。また、修辞技 の体系としては中村






































1997 、2000 、2004 などの一連の研


























1992 ） 。確かに細部には問題もあるが、 「わかり
やすさ」は重要である。また、例えば佐藤他
2006 は評判が
高いが、体系の中に「論証の《あや》 」も含めて る。伝統的なレトリックの扱いに準じているのだが、本稿では論証を含まない体系で考えたい。ちなみ 新指導要領では、「論理国語」を別科目にして る。　
以下に、文法と修辞のもっとも基本的と考えられる関係


































































































序正しく」というのは広義の文法とも考え れ 例えば上から下へという空間的な順序や、先から後へという時間的な順 に従って表現していく場合、その 順序」は言語形式の配列を決定しているわけであるから、それを広義文
－ 9 －



















形表現によって何らか 形でしめくくられるこ になっている」 言う（
p.268 ） 。例えば志賀直哉の「かくれん坊」























造作」という語で括り、それに「に」 助詞を ることによって始めて文の成分として機能する。つまり文法が働くより前に修辞が働いて傍線部 構成されていると考えられるのである。ちなみ 渡辺実
1971 は「独立素」とい
うことを言う （


























して働きそうである。例え 、 「袖ひちて」ときて すくひし水の」とならず「むすびし水の」と文（こ 場合は歌）が構成されるのは、言うまでもなく縁語が頭にあるからである。あるいは、 「彼は
納豆食う
と納得する」などとこと
さら類音の語を使う （ 「食べる」で く 食う」 ） 、洒落という修辞が文を作る きに作用していると考えられる。文法直前の、語 選択段階で修辞が規制している。　
同様のことは、摩擦類の誇張法・矛盾語法・異例結合
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